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新体育館に関する特別委員会会議録 
 

○日  時  平成２８年２月１８日（木）  午後２時００分 

○場  所  全員協議会室 

○協議事項 

 １ 新体育館の基本計画（素案）について 

 ２ その他 

○出席委員 

       委員長  永田  公由 君   副委員長  中原 巳年男 君 

        委員  金田  興一 君     委員  小澤  彰一 君 

        委員  篠原  敏宏 君     委員  平間  正治 君 

        委員  村田  茂之 君     委員  中野  重則 君 

        委員  横沢  英一 君     委員  西條  富雄 君 

        委員  金子  勝寿 君     委員  山口  恵子 君 

        委員  牧野  直樹 君     委員  古畑  秀夫 君 

        委員  永井  泰仁 君     委員  中村   努 君 

        委員  丸山  寿子 君     委員  柴田   博 君 

○欠席委員 

       なし 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○説明のため出席した理事者・職員 

       副市長         米窪 健一朗 君   こども教育部長   岩垂  俊彦 君 

       生涯学習スポーツ課長  中野  昭彦 君   スポーツ推進係長  田下  高秋 君 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議会事務局職員 

       事務局長        百瀬  惠一 君   事務局次長     青木  隆之 君 

 議事調査係長      上村  英文 君 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

午後１時５７分 開会 

○委員長 それでは、定刻前でございますけれども、全員おそろいでございますので、ただいまから新体育館に

関する特別委員会を開会をいたします。理事者から挨拶を受けることといたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

理事者挨拶 

○副市長 こんにちは。大変、年度末のお忙しい中、委員会をお開きをいただきましてありがとうございます。
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本日は、新体育館の基本計画の素案につきまして御説明を申し上げる次第でございます。まだまだ計画の策定も

ですね、緒についたというところでございますので、これから御説明を申し上げながら、今までの検討をしてき

た内容等も含めましてですね、御説明申し上げたいと存じます。 

ただ、来年度、用地と言いますか、候補地をできるだけ早めに決めてですね、来年度、計画をしております土

地利用の計画でございますとか、あるいは測量等々に入ってまいりたい。特に地権者の意向等々もですね、確認

をしながら進めてまいりたいというふうに存じておりますので、きょうのところは特に、場所をどこにするか、

候補地が幾つかあるわけでございます。その中で、今までの検討結果を踏まえて御説明を申し上げたいと存じま

すんで、よろしく御協議をお願い申し上げます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

１ 新体育館の基本計画（素案）について 

○委員長 それでは、協議事項に入ります。新体育館の基本計画（素案）について、事務局の説明を求めます。

○生涯学習スポーツ課長 よろしくお願いいたします。では、資料のほうをごらんいただきたいと思います。１

番、趣旨でございますけども、本日御協議いただく内容でございますが、現在策定を進めております基本計画の

項目におきまして、素案として整ったものにつきまして協議をお願いするというものでございます。内容でござ

いますけども、素案でありますので、委員の皆様からも多くの御意見等いただく中でつくりあげていきたいとい

うふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

２番の経過については、省略をさせていただきます。 

３番の内容でございます。基本計画の策定でございますけども、委託を出す段階で７項目というお話をさせて

いただきました。１つには施設のコンセプトの検討、それから建設場所の適地の検討、それから屋内外の施設の

概略計画、それから施設の整備方針、それから交通アクセスの検討、それから施設整備手法の検討、それから７

つ目として工期と概算事業費の検討ということで、お手元の資料に書いてございませんけども、そんな内容でご

ざいました。その中で、本日お示しをさせていただくのが、１つとして施設のコンセプトの部分、それからもう

１つとして建設場所の適地の検討、それから施設の整備方針、これにつきましてはコンセプトの要素となるもの

でございますので、きょう（１）、（２）というふうにコンセプトがございますけども、その中にはコンセプトと

整備方針ということで２項目盛り込んだ形でございます。もう１つは適地の検討ということでございますので、

御協議をお願いしたいというものでございます。それから、それ以外の項目につきましても、随時整った段階で

協議をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

（３）のスケジュールにつきましては、また後で説明をさせていただきます。 

今後の対応でございますけども、基本計画の内容につきましては、市民の説明を実施した上で、できれば５月

末までに最終的な決定をしていきたいということでございます。 

それでは、資料のほうをごらんいただきたいと思います。右下にページを振ってございますので、右下のペー

ジで御説明をさせていただきます。ページの１－１と１－２でございますけども、基本計画の概要版というよう

な形でまとめたものでございます。 

○委員長 課長、長くなるようだったら着座で説明していただいて結構です。座って。 

○生涯学習スポーツ課長 じゃあ、失礼します。経過でございますけども、これにつきましては、現体育館の建
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設から、それから改修、利用の状況、新体育館建設の決定までの記述をしておるものでございます。 

２番の建設候補地でございますけども、これはアンケートで示したものでございますけども、現状を含めて記

述をさせていただいております。その下の図面でございますけども、主要なアクセス道路の状況を図示をして、

建設候補地へのアクセスの状況のよさというものを示してございます。 

別紙１－２、次のページをごらんいただきたいと思います。３番の敷地分析でございます。これは、建設適地

の検討ということになりますけども、後ほど詳しく別紙２のほうで説明をさせていただきますが、検討結果とい

たしましては、そこにあるＡｒｅａ－（１）、（２）、（３）、（４）というふうに交差点を中心に４つの区分がして

検討されるわけでございますけども、Ａｒｅａ－（１）が候補地として適しているという検討結果でございます。

詳細は、後で説明をさせていただきます。 

４番の基本コンセプトのところでございます。市民が、スポーツを楽しみ、交流を深め、いつまでも健康でい

られるような役割を担う施設づくりを目指して、以下を基本コンセプトとするということでございます。真ん中

のところに黒い字でございますけども、基本理念という形でテーマになるところでございますけども、あらたな

賑わいの創造、ココロとカラダが豊かに実る、と基本理念をさせていただきました。周りに楕円で囲まれた部分

がございますけども、ひとが集い、未来への夢を描き、地域を発信する。これが周りを取り囲む形で、キーワー

ドとしてそこにおさめたものでございます。若干御説明をさせていただきます。ひとが集いという部分でござい

ますけども、後ほど詳しい検討内容を示させていただきますが、人が集う施設の要素という形で、子供から大人

まで、また高齢者や障がい者の方々など、多世代、さまざまな人が一緒にスポーツに親しみ、元気あふれる地域

づくりができる体育館。スポーツ、健康づくりの利用の利便性を高め、新たな出会い、交流が深められる体育館

などを目指すというもので、ひとが集いというキーワードにさせていただきました。次の真ん中の緑の部分でご

ざいますが、未来への夢を描き。未来への夢を描く施設の要素としましては、誰もが安心して気軽に利用できる

施設であり、子供の成長に夢を与えられる施設。見るスポーツの機会を提供することにより、スポーツをするき

っかけをつくる場としたい。ゴールデンエイジと言われる、３歳から１４歳の年齢の子供たちのことを言うわけ

でございますけども、このゴールデンエイジの子供たちの成長に合わせた運動ができる環境づくり。それから、

健康寿命の延伸、低炭素、自然エネルギーの活用による環境への負荷の削減及びライフサイクルコストの低減な

どを目指すというものでございます。それから、一番右の地域を発信でございます。地域を発信できる施設の要

素としましては、地域資源を有効活用することによりまして地域を発信できる施設としたい。これは、かねてか

らお話しさせていただいていますけども、地元の大学などの教育機関、それからプロスポーツチームとの連携を

図ることにより、地域資源の１つと考えます知的資産、これを有効活用して体育館の持つスキルを向上をさせて

いただいて、これを発信していくというものでございます。また、森林資源の活用ということで、現在取り組ん

でおります信州Ｆパワープロジェクト、これにあわせた木質ペレット燃料による地域エネルギー循環社会の形成、

ＣＯ２削減などの発信、これらを目指すというようなことでございます。この３つのキーワード、ひとが集い、

未来への夢を描き、地域を発信するということでさせていただきましたけども、この３つのキーワードから基本

理念をつくりあげておりますけども、あらたな賑わいの創造、この部分には、多世代な人々が集う、人が集うと

いうことと、地域を発信することによりまして新たな賑わいが生まれる、創造といたしました。それから、ココ

ロとカラダが豊かに実るでございますけども、これは、子育てしたくなるまち日本一を目指して、子供の成長に
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夢を与えられる施設としたいということから、子供イコール未来への夢でございますので、その子供のみならず

さまざまな人も含めてココロとカラダが豊かに実るとしたものでございます。このように、基本コンセプトに基

づきまして新体育館を整備することによりまして住みやすいまち、子育てしたくなるまちを目指していきたいと

いうものでございます。 

それから、この部分の右側にレイアウトイメージ（例）というふうにありますけども、肌色の部分が体育館で、

左のネズミ色の部分が駐車場と、それから周りの薄いグリーンですけども、周辺との緩衝帯を兼ねたウオーキン

グコースといったイメージの一例であります。これは、屋内外の施設概略計画の中で検討をする内容でございま

すけども、今回お示しする紙面のスペースの関係によりまして、ここにおさめさせていただいたというものでご

ざいますので、御了承いただきたいというふうに思います。 

５番の整備方針でございます。これにつきましては、さきの全戸のアンケートの資料の中で、新体育館建設に

ついての考え方というところで示したものを整理したものでございます。新体育館のハード面の機能をまとめた

ものでございます。①番の競技・イベント機能から⑤番の災害時の防災機能までということでまとめさせていた

だいております。 

６番の管理運営方針につきましては、今後お示しをさせていただきたいということでございます。 

では、次ページの１－３をごらんいただきたいと思います。ここからは、コンセプトや整備方針の組み立て、

それから検討内容をお示しをさせていただいたものでございます。基本コンセプトの検討におきまして、第五次

総合計画における位置づけというところでございますけども、基本戦略Ｂ、住みよい持続可能な地域の創造、そ

れのプロジェクトの４、地域資源を生かした交流の推進、そのプロジェクトの４の中の施策の４－２というのが

ございまして、新たな交流・集客の推進、そこにスポーツの活性化と交流の促進ということで新体育館が位置づ

けられております。 

それでは、新体育館に何ができるのかということで考えていきたいということでございます。通常使用は当然

ですけども、何かに特化したものを入れることによって差別化され発信力が増加するのではないか。それから、

ハードとして箱物を整備するだけでは何もできない。ハードプラスソフト、プラスアルファ、これが必要だろう

ということでございます。 

次ページの１－４をごらんください。コンセプトの組み立てでございますけども、構成する要素の整理をまと

めたものでございます。第五次総合計画、中期戦略、それからスポーツ推進計画等、上位関連計画がございます。

その下に先ほどお話ししました基本理念、テーマ。これが、目標とする基本的な考え方（概念）でございますけ

ども、あらたな賑わいの創造、ココロとカラダが豊かに実る、これがこの部分になります。それから、その下の

コンセプトでございますが、骨格となる概念（施設の姿）でございますが、ひとが集い、未来への夢を描き、地

域を発信する。これがコンセプトの部分でございます。 

それから、そのコンセプトにぶら下がる部分として、整備の要素、重点化する方針というものがございまして、

その下に施設の内容として、先ほどハード面の５つ、５項目と申し上げましたが、事業を実施するために必要な

機能というところがその下にあるということで、そんな組み立てで進めてまいりたいということでございます。 

次ページ、１－５をごらんください。それではキーワードは何かというところで考えたものでございます。重

点化して目指す方向というところで、まず、従来の体育館は競技を主にする人が集まるという施設でございまし
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たが、人が集まる施設とするためにはどうしたらいいかというところで、一つ考えたものでございます。事業の

充実による地域の活性化、それから、県レベルの大会による交流人口の獲得、それから、子育て世代を中心とし

た交流の拡大というところを項目として挙げてみました。それから、開かれた施設でなければならないというこ

とで、誰でも気軽に行かれる施設、それから子供に夢を与えられる施設、こういったものでなければいけないと

いうことで考えました。それからもう１つは地域資源の活用ということで、松本歯科大学、松本山雅との連携、

それから総合型地域スポーツクラブとの連携ということでございます。これらのキーワードから、先ほどのコン

セプトを導き出しているということでございます。 

その下に、このほかに何を求め、何が主張できる施設かというところでございますけども、ハード面①から⑤

ありますけども、交通のアクセス、それから健康づくり、地域資源、災害時の拠点というところで挙げさせてい

ただきました。 

それと、ソフト面につきましては①から⑨までありますけども、貸館にとどまらない事業の推進でありますと

か、上級レベルのスポーツを見る、それから触れる交流の機会の充実、それから④番にありますように賑わいの

創出、⑤番の地域の魅力発信、⑦番の地域コミュニティですとか、⑧番、⑨番、子供、シニアの健康長寿を考え

ていくというところでございます。具体的な計画のつくり込みに関しましては、本日御意見をいただいた中で整

理をさせていただいて、次回開催をお願いできれば、そのときにある程度まとまったものをお示ししたいという

ふうに考えてございます。 

次ページ、１－６をごらんいただきたいと思います。コンセプトのイメージ化というところで、基本理念、そ

れから施設のコンセプトがございまして、それにぶら下がる形で整備の方針、要素というところで、人が集う施

設、未来への夢を描ける施設、地域を発信できる施設というところで、それぞれぶら下がるものをそこに掲げさ

せていただいてあるというものでございます。そんなつくり込みで進めていきたいということでございますので、

よろしくお願いいたします。 

それでは、別紙２をごらんいただきたいと思います。１枚目のＡ４をごらんいただきたいと思います。新体育

館建設候補地の案でございます。建設候補地につきましては、利便性、土地利用計画、それから現地の状況、宅

地、農地、鉄塔、送電線等の観点で状況把握を行った上で検討をさせていただいたものでございます。この結果、

高校北通線と広丘西通線の交差点から見て、北東側が有力な候補地であるというふうに考えております。特別委

員会での協議を踏まえまして正式に決定していきたいということでございます。検討の内容の詳細は、後でお示

しをさせていただきます。 

今後のスケジュールでございますけども、３月の特別委員会をお願いできましたら、そこの場で協議をさせて

いただいて候補地を決定していきたいということでございます。４月以降は、地権者及び地元郷原区への説明会

の開催等をさせていただいて、測量・調査等に入っていきたいということでございます。２９年度以降は、そん

な内容になってございます。 

それでは、１枚おめくりをいただきまして、別紙２をごらんいただきたいと思います。対象エリアの比較・選

定表ということでございますけども、一番左側に対象エリアの位置図ということでございますけども、エリア分

けしたエリア１、２、３、４ということでございます。高校北通線が横にありまして、縦に広丘西通線がありま

して、エリア１、２、３、４という形でありますので、ごらんをいただければというふうに思います。それに対
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応するように右のほうに図面がございまして、Ａｒｅａ－（１）、（２）、（３）、（４）という順に並んでございま

す。それから、その図面の中の青い点線で囲った部分でございますけども、アンケートにお示しをしたように、

アンケートでは１．５から２ヘクタール程度ということでお示しをしてございますので、約、これが２ヘクター

ルのラインということでございますので。そんな図面になってございます。また、土地利用の状況につきまして

は、そこに凡例として色分けをさせていただいております。 

それでは、評価の内容でございますけども、下の①の利便性というところでございます。利便性につきまして

は、４つのエリアともそれほど差はないわけでございますけども、高校北通線の南側のエリア、いわゆる２と３

になりますけども、このエリアにつきましては、松本歯科大学へのアクセス性、大学との連携の点で若干劣ると

いう評価をさせていただいています。赤字の部分が各エリアにおける優劣、主に劣る部分でございますけども、

優劣を示してあるということでございまして、三角で示してある部分が評価が劣るということで、１項目５点と

いう形で評価を落とすという形でお示しをしてあります。 

②の土地利用計画、塩尻市計画、法的規制というところでございますけども、広丘西通線の東側のエリアの１

と２になるわけでございますが、１と２につきましては、国土利用計画第三次塩尻市計画におきまして市街地ゾ

ーンに位置づけられておりまして、市街地ゾーンは都市的な土地利用を図る地域ということでありますので、エ

リア３と４は、市の土地利用計画上劣っているということで三角の５点という形でございます。それから、エリ

アの１と３と４につきましては、農用地区域でございますので三角の５点ということで、エリア２につきまして

は区画整理の予定地でございますので、これはスケジュールとの調整が難しいということでありますので、三角

の５点という評価でございます。 

それから、③番目の現地の状況でございますけども、既存の住宅がございますのがエリアの２、３、４でござ

いますけども、エリア４につきましては、道路側に１軒でございますので三角の５点。エリアの２と３につきま

しては、数軒存在するということで三角の１０点という形にさせていただいております。それから、優良農地の

確保という観点では、エリア１につきましては、ほかのエリアに比べまして果樹栽培、畑等が盛んで、農振農用

地が多いもんですから、その部分で三角の５点ということにさせていただきました。それから、鉄塔、送電線の

存在におきまして、エリア２、３、４にはありますけども、送電線のみのエリアが３、三角の５点。それから、

鉄塔と送電線が存在するエリアということで２と４がマイナス、三角の１０点ということで評価をさせていただ

きました。 

これらの総合評価によりまして、そこにありますように９０から７０、７０、７５という点になりますけども、

エリア１が有力な候補地ということで判断をさせていただいたものでございます。 

別紙の３をごらんいただきたいと思います。表の左側から、年度、項目、主な取り組みということであります

けども、前回お示しさせていただいたものに、年度、項目がございましたが、今回、主な取り組みというところ

でお示しをさせていただきました。 

平成２７年度につきましては、建設候補地の決定ということで、③にありますように３月には決定をしていき

たいということでございます。土地利用の規制につきましては、県との事前協議をしております。 

２８年度につきましては、基本計画につきまして５月末をめどに決定をしていきたいということで考えており

まして、市民への説明、関係者との協議、それからパブコメの実施ということで、４月から５月にかけて行いた
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いということでございます。②地権者、地元への説明は、５月以降と６月以降っていう形になりますけども、そ

んな内容でございます。それから③、④、⑤。用地測量、それから事業方式の検討、基本設計でございますけど

も、これにつきましては、基本計画の検討過程の中で実施時期を具体化していきたいということで、事業方式に

より異なる部分もございますので、そんな予定でございます。 

以下、平成２９年度以降は用地取得から始まりまして、３２年度の完成ということで予定をさせていただいて

おります。私からの説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○委員長 それでは、質疑を行いますが、質疑は区分して行いたいと思います。まず、基本コンセプトについて

を議題といたします。これについて質問、意見、提案等ある委員はよろしくお願いをいたします。 

○村田茂之委員 よくここまでまとめていただきまして、ありがとうございましたっていう。私は、基本コンセ

プトが非常に重要だっていう認識でおります。これをもとにして、いろんな制約条件もあるのかもしれませんけ

れども、機能展開をしていくという意味で、ここに十分な議論をしていきたいなというふうに思います。 

お示しいただきました基本コンセプトをですね、前回でしたっけ、委員会のときから、随分やっぱりブラッシ

ュアップしていただけたなっていうふうに思います。この基本コンセプトのこの図自身、一個一個の構成はよく

わかるんですけども、ちょっと一言で言うと、ダサいなと。このコンセプト自身を誰に伝えていくのかっていう

のは、よくわからないですけどね。もう少しこう、例えば未来への夢を描きっていうのは、もともとやはり未来

志向でこれをデザインすべきであって、現時点で未来につながるって言ってるわけではなくて、例えば５年なり

１０年先を見てどんな機能があるべきかっていうことを設計すべきだというふうに思います。そういう意味で、

未来への夢を描きっていうのは、ちょっとこの段階で出てくるのはどうなのかなっていうのと、それから、地域

を発信ってあります。これは、シティプロモーションとか、そういったことも含むものだと思うんですが、誰に

発信しようとしてるのかちょっとわからないんですね。市民なのか外部なのかっていうところがここからではわ

からない。こういうキャッチコピーとか、こういう概念図っていうのは、一旦わかりいいようでわかりづらいん

ですけど、その辺もう少し精査してほしいなと。いずれにしましても、前回から見れば非常に夢のあると言いま

すか、よくまとめていただいたっていうような認識でおります。 

あわせて基本コンセプト、こういうふうに書いてあるんですが、ついででお話ししますけど、右側のレイアウ

トイメージ、こういうのを出していただいてですね、非常に具体的にイメージできるのでありがたいなというふ

うに思ってますが、パッと見て半分が駐車場なんですね。このあたりも、もっと知恵を使えないのかなっていう

ような気がしますし、具体的に一番わからないのが、人が集いっていうときにですね、いろいろスポーツ指向の

方々はいいんですが、先ほど子供から大人までっていうようなことがあったんですが、そういったものが機能展

開されてない、今のところされてないんじゃないかなというような気がします。意見です。以上です。 

○委員長 村田委員は、今、意見を言われましたけども、何か提案されるようなこと、自分ではこういうふうに

したほうがいいんじゃないかというようなお考えというのは、ございませんか。 

○村田茂之委員 個々については、ありません。 

○委員長 ありません。はい。 

○村田茂之委員 全体の進め方という意味でお話しさせていただきました。 

○委員長 そうですか、わかりました。課長のほうで何か答えることありますか。 
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○生涯学習スポーツ課長 ありがとうございます。本日はですね、こういったことで、羅列するような形でお示

しをしてございますけども、つくり上げる中では、先ほど私、口頭でお話をさせていただきましたが、心となる

部分は十分に記述をさせていただきたいというふうに思っておりますし、レイアウトにつきましてはイメージで

ございますので、まだまだこれにつきましては十分検討していきたいわけでございますが、今のところのレイア

ウト、イメージ図ではございますが、駐車場につきましては、約２００台程度を配置をするとこのくらいになる

というようなものでございます。そんなとこでございます。 

○委員長 ほかにございませんか。 

○中村努委員 資料の１－３の、新体育館で何ができるのかというところなんですけれども、何かに特化するこ

とが差別化され発信力が増加する。体育館が何かに特化するっていうところを、ちょっとわかりやすく説明して

いただきたいのと、それから、ハードプラスソフトはわかるんですが、そのプラスアルファっていうのはどうい

うことをイメージされてるのか、その辺を説明してください。 

○生涯学習スポーツ課長 特化の部分でございますけども、先ほど若干お話しさせていただきましたが、例えば

地元の近くの大学でありますとか、プロのスポーツチームがうちも近くにありますので、そんなところとの連携

でという意味で、そういったところも特化の１つかなというところで。じゃあ、そこで何ができるのかっていう

ことでございますけども、具体的には、歯科大学では健康づくり、それから病院のほうももちろんございますけ

ども、そういったところにも力を入れてございますし、プロスポーツチーム、松本山雅でございますけども、そ

こも例えば指導者の方が来ていただいて指導をしていただいたり、練習の場に使っていただいたりっていうよう

なことも考えられるのかなというようなところで、そういった連携も今後考えていけるのかなという意味で考え

ております。 

それから、ハードとソフトのプラスアルファでございますけども、これは、うちのほうでちょっと内部的に考

えていく上で、通常のハード部分とそれからソフト、それに何かもうちょっと考えていく中で、ちょっとおもし

ろいものができないかなっていうようなことで、具体的にどうっていうことはないんですが、検討の中で、もう

１つプラスアルファもあってもいいのではないかっていうことで、ちょっと書いたものでございますんで、ちょ

っとそれが何かということではございません。申しわけありません。 

○中村努委員 いいです。 

○委員長 いいですか。 

○柴田博委員 １の経過の一番最後のところですけれども、最後の２行のところで、その結果、建設賛成票が反

対票を上回ったため、同年９月、市議会において協議しっていうようなことが書かれているんですけども、結果

的に市議会において協議してつくることを決めたっていうのはそのとおりでありますけれども、アンケートの結

果の見方についてはいろいろな意見があったわけで、誤差の範囲であるっていう方もいたし、それから、１人で

も多く賛成があればそれでいいんだっていう人もいたし、そういう意味から言えば、この書き方だと、ちょっと

結果については誤解を与えるような書き方ではないかなっていうふうに思いますので、もし変えられるなら、も

う少しこの言い回しについては考えていただきたいと思いますが、どうですか。 

○生涯学習スポーツ課長 はい。わかりました。そんなところで、書き方についてはちょっと検討させていただ

きます。 
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○柴田博委員 お願いします。 

○委員長 ほかにいかがですか。 

○永井泰仁委員 １－５の、今、話の出ました地域資源の活用というところでね、松本歯科大学、松本山雅との

連携ということで、この山雅と連携ということを簡単にうたってありますが、山雅と実際にその連携を取れるよ

うな話とか、水面下ではそういうことの要請とか、そういう打ち合わせ的なことはやっているのか。ただ希望的

な観測としてここへ載せたのか、その辺はどうでしょうか。 

○生涯学習スポーツ課長 実はこれ、新聞のほうでも出ておりますけども、民間活力の導入事業ということで、

民間の企業の方と審議会、幾つかテーマがございまして、その中でも、新体育館についてのテーマということで

検討した部分がございます。その中で、山雅との連携ということで、どんなことができるのかというようなこと

のアイデアをいただく中で、実際に山雅の社長さんともお行き会いをさせていただいて、私どもの考えでありま

すとか、松本山雅のお考えも聞く中でお話をさせていただいて、なかなか具体的にはどうということではござい

ませんが、連携取れるものはしていきたいというようなお返事はいただいております。 

○永井泰仁 ３月議会でちょっと質問しようかと思ったんですけれども、今ですね、民間施設でジュニアのサッ

カー教室を山雅がですね、週３回だということで具体的な話が進みまして、２月の末に多分プレス発表になると

いうことの段階まで来てるもんですから、この体育館が３３年からなんてもんじゃなくて、もう４月からですね、

サッカー教室、それからフットサル３面のコートが民間施設でこの塩尻の市内でできる段取りで進んでいるもん

ですから、むしろこれは市内の３高等学校のですね、高校生、バレーも大変強いし、そういうとことの具体的な

連携にしたほうが、ただ単なる希望的な、そういう総論的なことよりも具体性が出て私はいいんじゃないかとい

うふうに思ってますし、それから今、山雅が本当に考えているのは、今度は、今のアルウィンのサッカー場では

狭くて集客能力も決まっているということで、新スタジアムをつくりたいということで、大体そのグラウンド底

地、それから建物ビル含めて底地が３ヘクタール、それから建物がおおむね１００億円くらいということで、そ

こにはですね、サッカー場と、それから隣接した複合施設として商業ビルとかあるいはマンションとか、いろい

ろなものが今もう進んでおってですね、これから先３年くらいのときには、もう本当にホームグラウンドをつく

って本格的にやるということで、塩尻があまり山雅と連携っていっても、現実的にはそこまではちょっと思って

くれる気もないし、連携もあんまりしないんじゃないかということで。 

今、松本市は、松本の重立った皆さんは、マツダズーム・スタジアムとか、あるいはガンバ大阪の記念公園ス

タジアム等をですね、視察をして、さらに精度の高い構想をつくってくるようなとこまで進んでいるもんですか

ら、山雅を載せといてもいいんですけれども、正直言って、塩尻の体育館を利用して、あまり連携までしてやる

っていうのは、トップの考え方には私はないと思うんで、むしろここは市内の、今、高校でもバレーが大分強く

なってきましたから、高校との連携くらいにしておいたほうが現実的ではないかというふうに私は思いますが、

どうでしょうか。 

○生涯学習スポーツ課長 ありがとうございます。いろんな、私どももせっかく新しい体育館をつくるので、い

ろんなところをやっぱり可能性を探っていきたいということでございますので、今、委員さんからいただいた意

見、十分に検討させていただきまして。ただ、すぐここであきらめてしまうっていうのも本意ではありませんの

で、できるだけその辺は探っていきたいというふうに思います。 
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○委員長 いいですか。 

ただいま永井委員のほうからですね、市内の３校、いろんなスポーツが盛んであるということで、これも少し

ですね、高校のほうにお話をしてもらって、もし連携できるものであれば、ここに載せていったらと思いますけ

ど、ほかの委員の皆さん、いかがですか。 

○小澤彰一委員 高校には、小体育館や大体育館もね、設備されているわけで、通常のクラブ活動をやるより、

授業の中では、学校の中で十分充足していると考えられるんですよね。なおかつ高校生が３校この場所で、一定

の回数もし利用するとするならば、逆に今の現在の体育館でもかなり利用の希望が殺到してるわけで、新しい新

体育館が市民が使えなくなっていくっていうんですか、使う機会が逆に減ってしまう可能性があるので、やはり

学校教育とはちょっと切り離してですね、考えたほうが私はいいのではないかなっていうふうに考えます。 

○委員長 今、永井委員の言われたのは、いわゆる高校生に子供たちなり何なりがバレーを新体育館で教えても

らったりとかそういう意味で、永井委員は言われてるわけですね。そうですね。ですから、高校で、あそこを占

有で使うとかそういう意味じゃなくて、ぜひ協力してほしいと。こういうような意味だと思いますんで、できれ

ば、私はいい提案だと思いますんで、担当課のほうでちょっとそんな点、話をしていただけたらと思います。よ

ろしいですかね。 

 ほかにいかがですか。 

○古畑秀夫委員 同じ１－５のところですが、県レベルの大会による交流人口の獲得っていうようなことで、あ

れですかね、平成２３年当時のときは、８，２００とかっていうことで全国大会ができるような体育館をってい

うようなことがあったわけですが、その後、議論の中で、塩尻市の身の丈に合った体育館にっていうようなこと

になって、少し規模を小さく五寸切りのようにしたわけですけども、これ、全国大会ってのは、あえて載せてな

いってことは、できないっていう理解なのか。例えば高校でも何でも全国大会できればここへ載せといてもらっ

てもいいような気がするんですが、その辺の県大会、県レベルの大会っていうのはどういうことで、全国、載せ

てないっていうのはどういうことか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

○スポーツ推進係長 ありがとうございます。市民アンケートの中でも、県大会レベルを想定した体育館という

ことでアンケートさせていただきました。これまでの議論の中でも御説明をさせていただいているところではご

ざいますが、あくまで大会は主催者が考えるものでございまして、市として整備できるのは、想定されるのは県

大会レベルということでございますが、主催者のほうで全国大会を開催をしたいということで申し込みがあれば、

全国大会、当然開催の可能性はございます。ただ、観客席が最大で可動席含めて７００席程度と現在は想定して

おりますので、ここら辺の拡充がこれからの課題と考えております。 

○古畑秀夫委員 載せるだけ載せといてもいいような気がするが、その辺は、またいろいろ検討してください。 

○篠原敏宏委員 ２点ほど確認っていうか、お伺いしたいですが、１つ、松本歯科大学との、今のこれも同じ１

－５のページでありますが、具体的に大学との連携っていうのはどんな姿を描いているのかっていうのが１点と、

もう１つは、これは提案。こういうことを書き加えたほうがいいっていうことにもつながるんですが、この体育

館の機能は、今、古畑委員が言われたこととも関係しますが、松本広域におけるですね、この塩尻市の位置づけ

だとか規模の想定だとか、こういったことが私は必要だと思います。松本市には大きな体育館があって、要は全

国レベルだとか世界レベルだとかっていう機能はね、松本がやっぱり担うし、宿泊だとかも含めて、そういうと
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ころに行くっていうのは、これは誰が考えても必定ではないかなと。そういう位置づけの中で、安曇野市だとか

山形村だとかですね、塩尻市が担うべき役割ってのを、むしろ突き詰めて考えていくという作業が私は必要だと

思います。そういうことの中では、松本広域における位置づけというのも基本コンセプトの中に入れてですね、

ぜひ検討をいただきたいがいかがかと。この２点をお願いいたします。 

〇生涯学習スポーツ課長 １点目の歯科大との連携でございますけれども、先ほどちょっとお話ししましたが、

歯科大に健康体力づくりセンターというのがございますけれども、約８年くらい前から多分設置がされていると

思いますけれども、そういったものも開設をして健康づくりに力を入れているということもございますし、人間

ドックも行っているということで、医療の部分も充実がしてきているということで、そんなところで体育館との

連携というのは何か探れるのではないかというようなことで考えています。具体的なところはまだまだこれから

でございますけれども、先だっても先方のほうへ、ちょっと私どものほうで歯科大学さんとの連携というのも考

えていきたいということでお話をさせていただきまして、その連携については前向きに一緒に考えていくという

お返事をいただいております。 

それから、提案をいただいた部分でございますけれども、当然今お話しされたように、中信地区の体育館、安

曇野でもこれからつくるという予定で進んでいるということでございますし、その辺のところのですね、周りの

体育館のところもですね、十分調査を今してございますので、そんなところも書き込みの中に入れていきたいと

いうふうに思います。ありがとうございます。 

〇篠原敏宏委員 そういうことだろうと思いますので、ぜひ積極的にそういう書き込みをやっていただきたいな

と思います。歯科大に関してはね、私も桔梗荘に勤めていたときもあって、自分であの周りをランニングだとか、

実はいろんなふうに使わせていただいたので、非常にすばらしい環境が整っております。陸上競技場であります

とかですね、周辺のランニングだとか、園内の散策だとかを含めますとね、ここに隣接してこういったものが市

でできるってことは、私は連携だとか機能の分担だとか、こういった観点からすると、非常に夢のある形にはで

きるのではないかなと思いますので、そういう観点と、もう１つ、松本広域に関しては、例えば種目だとかです

ね、大会の規模だとか、あるいは市民レベルで使うときに、機能別、種目別、こういったことは松本あるいは安

曇野市や周辺の関係市町村と連携をすることによってですね、お金も、だから塩尻市民も松本市や山形村や安曇

野市へ出かけていくと。必要なときには向こうの施設を使わせてもらうという、むしろそういうことの中で、こ

の種目では、あるいはこういった使い方では、これはぜひ塩尻へ来てほしいと。こういったいわゆる、これはさ

っきの特化のところにも関係すると思いますのでね。私が言いたいのは、そういう意味での検討、これは積極的

に進めていただきたいということでありますので、ぜひ御留意をいただきたいと思います。以上です。 

〇委員長 要望でよろしいですね。ほかにいかがですか。 

〇柴田博委員 １－２－５の整備方針、一番下のところですけれども、ここで言いたいことは、新しくつくる体

育館は、青の字で書いてある①から⑤までのような機能を持つものにしたいということだというふうに思うんで

すが、例えば①の競技、イベント機能、メインアリーナ等って書いてあって、市民の皆が気軽に楽しく利用でき

るような、そういうメインアリーナになるような、そういうふうに使えるようなメインアリーナにしようという

意味ですよね。例えば、一番最後の防災機能っていうのは、私は避難所機能等って書いてありますけど、避難所

機能としては確かに使うようになるとは思いますが、災害時の防災機能が発揮できるような施設にするというの
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はどういう意味なのか。それから防災拠点として活用できるような体育館にするにはどういう機能が要るのか。

そのようなことまで考えてこういう言葉を使っているんでしょうか。これを読むと、例えば対策本部もこの体育

館の中に置くような、そういうイメージが湧いてくるんですけど、そういうところまで考えていらっしゃるわけ

ですか。 

〇生涯学習スポーツ課長 ①の競技、イベント機能、メインアリーナ等については、主立ったところをここに書

いたという形でございまして、書き込みの中ではしっかりと書いていきたいんですが、当然ここに入れ込む機能

としては、それなりのメインアリーナ、サブアリーナでございますけれども、運営や管理をしていく中で、やは

り願いは、なるべく多くの人が気軽に利用、立ち寄るという言い方は変ですけども、利用できる施設であるべき

ということでございます。そんな思いでございます。 

それから、⑤番の災害時の防災機能でございます。ちょっと避難所機能というのが考えているところでござい

まして、防災の拠点というふうに書いてありますけれども、大きくそこまでは、今のところそこに何か防災の拠

点として持たせるということは具体的には考えてございません。むしろ、避難所機能というふうに捉えています。 

〇柴田博委員 そういうことだと思いますので、ぜひ、ここは一番基本になるところだと思いますので、正確に

書いていただくように、よく検討していただきたいと思います。 

〇平間正治委員 いろいろ検討していただいたり考えていただいているのはわかるんですが、初期の段階という

ことでですね、資料が少しごちゃごちゃとしていてですね、よくわかりにくいと思うんですよ。ですから、まず

そういったことを１つずつ整理をしていっていただきたいと思いますが、さっきもありましたけど、１－２の中

の特に基本コンセプトのところは、これを見てもやっぱりよくわからないと思うんですよね。体育館を建てるん

で、どういう体育館にしたいのかっていうのがそもそもの基本コンセプトだと思うんですよ。ですから、それに

派生して、大勢の人が賑わって集まってくれて交流の場となるとか、それはもちろんいいと思うんですけれども、

余り大上段に構えなくてですね、シンプルに。体育館としては誰もが使えて使いやすい体育館にしたいんでしょ

うし、スポーツを通じたり、あるいは体力づくりや健康増進の場としたいんでしょうし、できればそれがデザイ

ン等も含めて市の象徴となるような施設にしたいんでしょうし、そういうところを何て言うんでしょうかね、も

うちょっとシンプルに書いていったほうがいいのかなって、わかりやすいのかなというふうに思います。また精

査をしていただきたいと思います。それと、さっきから課題になっています１－５のところについてもですね、

県レベルの大会っていうふうに決めつけをした部分とか、まだ歯科大や山雅との連携、総合型地域スポーツクラ

ブってどこがあるのかなと思いますけれども、そういうことが、曖昧な部分とかごっちゃになっているんですね。

そういうところも少し精査をして、これはある意味ソフト面、運用面にもなってくるんで、もう少ししっかりと

検討していけばいい話だと思いますので、そこら辺をですね、段階を追ってきちんと精査していったほうがいい

のかなというふうに思います。 

〇委員長 課長、どうですか。 

〇生涯学習スポーツ課長 済みません。ちょっとつくり込みがですね、もうちょっとしっかりとお示しできれば

いいんですが、御意見いただいて、次のときにはもっとわかりやすいものをつくっていきたいと思います。 

〇委員長 平間委員、いいですね。 

〇丸山寿子委員 やはり１－５のところで、地域資源の活用ということで、松本歯科大学はもちろんなんですけ
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れども、今までも既に信州大学とか松本大学とかのウオーキングを取り入れた健康については、市のほうとして

も一緒に、市民の健康づくりのために、体力づくりのためにも活用しているところですので、引き続きそういっ

たところとも連携してやっていただきたいということが１点。 

それからもう１つ、やはり一般の市民あるいは体育関係者、そういった方たちからもアイデアを聞くというか、

ソフトでどういったことに使いたいとか、使えるとか、ざっくばらんな形でワークショップなど開くというよう

な意味で、つまりプロセスからやっぱり参加することによって関心を持って、またでき上がってからもあらゆる

タイプの市民の皆さんに使ってもらえる環境になることが大切だと思うので、いろんな立場の方からの、全て出

してもらったことができるわけでもないけれども、そこに参加したということが大切だと思うので、そういった

機会もどこかの段階からやっていただけるのかなというふうに思うんですけれども。まだ建設できるまでには時

間がありますけれども、そういった機会をぜひお願いしたいと思います。例えば子育てサークルみたいなところ

でも、体育館の中で運動会をするとか、障がいの方はこういったことが可能性があるとか、そういったことの全

体像を知ることも大事かと思うんですけど、その辺、いかがでしょうか。 

〇生涯学習スポーツ課長 １つ目の信大、それから歯科大とのウオーキングの部分ですが、当然今もそういうこ

とでやっていることですので、その辺のところは当然連携をとってやっていきたいと思っていますし、昨今、当

然ウオーキングの部分は皆さん興味があって、採用することで歩かれている方たくさんいらっしゃいますので、

そんなところでの健康づくりというところも重要な部分であるというふうに捉えております。 

それから市民、それから関係者等々の意見を聞いてですね、こういった計画段階からそういった方に携わって

いただくことによって、後々の運営のところにいろいろアイデアをいただいたりというお話であるというふうに

思っております。そんなような形で、基本計画の中でもですね、つくり上げる中では、市民の皆さん、それから

関係者の皆さんの御意見等をいただく中でつくり上げていきたいというふうに思っております。 

〇委員長 いいですか。ほかにいかがですか。 

〇金子勝寿委員 夢のある話で、どんどんいいものができればいいと思うんですが、一応、当委員会でたしかこ

の決定をしたときにですね、建設するという、一応アンケートにあったようないわゆる予算の枠の件をきちんと

行政側に伝えたと思うんですよ。ここに示されたコンセプトと、いわゆる予算の２８億円ですね、その辺の関係、

このコンセプトの中にいつぐらいに入れてくるのかとかですね、これ多分行政内で検討チームをつくる中で予算

を横にきちんと見ながらやっていかないと、多分議会からの要望を全部入れたら、それは予算をオーバーすると

思うもんですから。その辺、少しコンセプトとしていただければなと思いますので、その辺、後で副市長なりか

らまた言っていただければと思いますが。 

済みません。２点だけ、細かいところをちょっと聞いて、答えられるかはわかりませんが。１－６の整備方針

の中の人が集う施設の中の②のところにですね、健康体力づくりができる施設の中でフィットネスの事業展開っ

て書いてあるんですが、これ、ジム的なもの、いわゆる健康器具等はどのくらい入れるとか、その辺まで、要は

ヘルスパとの関係でどう考えているのかなという点。 

それからその隣のですね、未来の夢を描ける施設というくくりの中の④と⑤ですか、先ほどの予算とも関連し

ますが、ランニングコストのところで、いわゆる同規模の体育館、今まで全国にあると思うんですね。それに対

して、今回つくる体育館ではどれだけランニングコストを抑えられるのかとかですね、その辺、今後、要望です。
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次、出してもらえればなと。よく言うのは、松本市の市の体育館は全館暖房で、スイッチ、事務所でも暖房を入

れるけど、全部に電気がいわゆるセントラルヒーティングで入らないとだめだけれども、例えば今度の塩尻でつ

くる体育館は、個別に電気回路等をつくってコストを削減して、同規模でいうとこれまでの体育館よりもどのぐ

らい電気代等がカットできるとかですね、細かい話ですが、そんな話も今後コンセプトの中で出していってもら

えばなと思いますが。１点、予算の話と、それからヘルスパとの関連とか、その辺、２点、答えをお願いしたい

と思います。 

〇スポーツ推進係長 １点目の軽運動、フィットネスなどの事業展開につきましてですけど、こちらについては、

まだ具体的な部分、全く決まっておりません。市民アンケートの中で、健康体力づくり施設として３５０だった

と思うんですが、平米程度ということで想定しておりますので、この範囲の中で検討をしていくものとなります。

ヘルスパとの関係、当然市の指定管理者の複合施設でありますヘルスパ塩尻との重複は当然避けなければいけな

いと考えておりますので、ここら辺はまた基本設計等の中で、具体的にどういった部分のすみ分けをするかだと

か、そういった仕様のつくり込みが必要だと考えております。 

同じくランニングコストにつきましては、現在のところ、具体的な部分は、基本計画の中ではお示しはできな

いと考えております。基本設計、実施設計の中でどのような省エネ機能を取り入れるか、委員さん、御提案あり

ましたとおり、スイッチ１つで全館という非効率的な部分は、当然導入はしないようにしていかなければならな

いということはございます。それともう１つ、信州Ｆパワープロジェクトの関係で、ペレット燃料等の活用も当

然考えていかなければならない課題と考えておりますので、そういった部分も含めまして、基本設計の中でどの

ようなコストカットが可能か具体的にしていくのが、具体的な部分と考えております。 

〇副市長 御指名ですので、私のほうから答えさせていただく部分があると思いますので。予算の面でございま

すけれども、当初掲げさせていただいた２８億２，２００万円という数字はですね、これは行政が支出をする部

分としては堅持をしていきたいというふうに思っております。 

ただ、これで終わらない部分といいますかですね、先ほどプラスアルファというお話もありましたが、松本歯

科大さん、それからこちら側の南側で計画をしております区画整理等々も含めましてですね、どういう民間投資

をこの施設の中でどういう形で誘発をできるのかということを考えたときにはですね、いろんな意味で、御要望

のところをこの施設だけで応えられなければ、例えば歯科大さんのレストランをどう活用させていただくのか、

あるいは駐車場を相互にどうやって活用していくのか。それからもっと言えばですね、歯科大さんもいわゆるア

カデミーというか、健康体力づくりを中心にした人間といいますか、専門家の育成というのをやっぱり命題とし

て、大学ですから持っておられる。山雅ももちろんそういうことに対してですね、地域の中で専門性をどうやっ

て、専門的な人材をどうやって育成をしていくのかということを考えておられるという意味ではですね、非常に

やりがいのあると言いますか、特に松本歯科大さんとは、いわゆる人間ドックから初めですね、一連の何といい

ますか、スキームを持っていらっしゃるので、私どもの施設がそういうものに対してどうやってアプローチをし

て使っていただくなり、我々が逆に歯科大のいろんなスキームをですね、活用できるのかということもですね、

協議を始めたところでございますので、向こうも窓口をあけていただきましたんで、しっかり協議をしていきた

いというふうに思っております。 

それから、コンセプトの一番大事なことは、三角形で言いますとですね、一番底辺の部分は、やっぱり今まで
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スポーツをきちんとつくってきていただいて体育館を活用できる人たちが、どうやってきちんと使いやすい体育

館をつくっていくのかっていうのが底辺にありまして、その上にですね、今まで体育館に来たこともない、体育

館を使ったこともない人たちに、この体育館というのをですね、どうやって活用していただくのかというところ

を積み上げていかなきゃいかんというふうに思っています。普通の体育館をつくるんだったら、箱物をつくって

さあどうぞ、市民の皆さん御自由にって言っていればいいんですけれども、コンセプトって言った限りはですね、

今まであまりスポーツに興味を持っていなかった方とか、体育館を使ったこともないような人たちに、どうやっ

てこの体育館に来ていただいて、どういう目的意識で自分の健康なり自分の意識を変えていっていただいたり、

あるいはその中からスポーツを楽しんでいただくようなことができるのかということをですね、考えていかなく

ちゃいけないなというふうに思っておりますので、そういう意味のコンセプトづくりを私たちは目指していきた

いなというふうに思っています。 

御指摘をいただきましたとおり、まだまだまとまっておりませんのでですね、今申し上げたようないろんな外

部的な要素というのも活用しながら、全体をもう少し具体的にきちんとつくり上げてですね、この次、御提示で

きればというふうに思っております。以上です。 

〇委員長 よろしいですかね。 

〇村田茂之委員 副市長の御説明、非常によくわかりましたし、先ほど金子委員がですね、予算の関係も基本コ

ンセプトにっていうようなお話もあったんですけど、私は予算は１つの制約条件であり、それを達成すべきって、

その中でっていう発想でいるんで、基本コンセプトっていうのは、あくまでも何を目指してどんなものにしてい

くかっていう、そういう記述であって、実際に予算ですとか、それからここでは５番の整備方針っていうふうに

書いてありますけれども、そのコンセプトを実現するためのものを今後多分肉づけをしていくと。副市長のおっ

しゃる今まで体育館を使っていない人たちにどういう形で、それは機能なのか、先ほど事業とかイベントとかっ

ていうのがありましたけれども、そういったものの中でかかわってもらえるようにしていくのかっていうのは、

これからと。できれば、話がいろいろあっちこっちへ行かないためにも、きょうは最低限、基本コンセプトは、

まあこれでいいでしょうというくらいの合意がとれればいいんじゃないかなと思うんですが、いかがでしょうか。 

〇委員長 まだ、きょう初めて示されたところでありますし、３月の定例会の会期中にですね、何回か特別委員

会を予定しておりますので、その部分でもう少しきちんとしたものが提案されると思いますので、そのときに、

また再度御協議をいただきたいというふうに考えております。 

〇小澤彰一委員 こういう施設をつくる場合、やっぱり２つの方向があると思うんですけれど、基本コンセプト

の中で私が聞きたかったのは、今までの市の体育館と同じような貸館としてですね、調整をするだけのそういう

建物、施設とするのか、このコンセプトの中に書いてありますように、単なる貸館ではなくて、例えばスタジオ

ルームを活用するとか、あるいはスポーツジムを活用するとかって、スポーツインストラクターだとかそういう

ことも含めた活用のですね、方向を考えているのかがちょっと不明確で、これはどっちかはっきりしろって言っ

ているのではなくて、予算が伴うことですから、維持費として年間６，８００万円かかるという案が出ていまし

たけれども、その中にはかなりの部分、人件費が含まれているはずなんですよね。私は、松本市民芸術館などの

やっぱり運営の仕方、大変すぐれているなと思うのは、単なる貸館ではなくて館独自にやっぱり芸術監督という

ものを置いて、串田さんという芸術監督がさまざまなイベントだとか催しだとか音楽、演劇、さまざまなものを
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ですね、コーディネートしていくという、そういう役割を果たされている。この体育館も、もしここに書いてあ

るようなコンセプトが必要だとするならば、かなり専門職、専門的な知識を持った方がコーディネーターとして

ここに座らないとですね、こういうことが実現できなくなってくる。そのためのやっぱり予算的なですね、裏づ

けも含めて次、計画を練っていただきたいなと思います。これは要望です。 

〇副市長 大変いい御意見というと大変失礼ですけれども、貴重な御意見いただきました。私ども、まさにそう

いうことを考えていましてですね。先ほどアカデミーっていうふうに申し上げましたのは、単なる貸館で終わら

せたくないというふうに思っておりまして、これをどうやって市民の健康づくりやスポーツの振興というものに

ですね、教育も含めて活用をしていくのかっていうのは、まさに市役所の事業だけではなくてですね、民間のセ

クターもいろんな意味で巻き込みながらですね、お力をお借りしてやっていくというようなことで、その方法と

しては、例えば指定管理もある。あるいは違うＰＦＩという方法もあるだろうということで、そんな方法を幾つ

か考えながらですね、計画をつくってまいりたいというふうに思っております。 

〇委員長 ほかにございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

〇委員長 よろしいですかね。それでは、次に移りたいと思います。 建設候補地についてを議題といたします。

先ほどの説明に対して質問、御意見のある方はお願いをいたします。 

〇西條富雄委員 年末年始、かなりこの辺の就農者あるいは土地所有者の周辺の方とお行き会いして、お話しす

る機会もいただいた中で、これをぜひ前に進めてもらいたいもんですから、予備知識として。これから質問どう

こうじゃない、予備知識として。このエリア１に示された土地がですね、ここに果樹とか作物、非常にいいもの

ができるそうです。特に果樹なんかは、みんなもこの土地を欲しがるぐらいにいるそうです。あるアスパラを専

門にやろうとしている人は、もしここ、ブドウとかいろいろやらなくなったら、ぜひアスパラをやりたかったっ

ていうぐらいなことで、非常に魅力のある土地だそうですので、これからパブコメだとか地域説明に入ったとき

にですね、その辺、出し惜しみするような意見が来ても頑として進めてもらいたいという意味で、予備知識とし

てお入れしておきますので、よろしくどうぞ。 

〇横沢英一委員 点数をつけてあるんですがね、これはどういう観点というか、どういう人たちでつくったんで

すか。これは市だけで大体こんな感じにしたのか、それとも例のコンサルや何かも入った中で決めたのか、そこ

ら辺をお願いします。 

〇生涯学習スポーツ課長 この地域の選定表ですけれども、先ほども申しましたように、交差点を１つとして４

つのエリアということで、そこの比べる、検討する内容って何かっていうところを考えて、ある程度私どものほ

うでその辺のところは項目的にですね、比較検討する材料として設けまして、コンサルのほうにもそういった例

えば農振農用地の分布状況ですとか、農地の耕作の今の状況ですとか、そういったデータを提供をして、コンサ

ルである程度のところはこういった点数化がですね、視覚的にもわかりやすいだろうということでいただいて、

それをさらに中身的に私どものほうで精査をさせていただいてつくり上げたということでございます。 

〇横沢英一委員 わかりました。ここら辺のね、考え方っていうのは、幾らでもあると思うんですよね。こうい

う目線でいけばどうのと。やっぱり行政が主導でやっているのっていうのは、そういう部分もあると思うもんで

すから、もう少しいろいろの要素を検討もしてもらってもいいんではないかと、こんなふうに思いましたので。
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要は、点数をつけるに当たっては、もうちょっと違う目線も入れてもいいんではないかっていうようなことを感

じました。 

〇委員長 答弁はどうしましょう。いいですか。 

〇横沢英一委員 一応そんな感じで。 

〇柴田博委員 エリア１がいいということで書いてあるわけですが、確認ですけれども、これ、別紙２のほうの

表で見ると、法令に基づいて市が設置する場合は許可不要って書いてあるんですけど、どんな法令に基づいてや

ればそうなるのかということと、ということは、今、例えばエリア１に体育館をつくるといったときに、例えば

どこの何の許可も何も要らないでつくれるということなのか。今までの説明ではそうではなかったような気がす

るんですけど、その辺についてもうちょっと詳しくお願いします。 

〇生涯学習スポーツ課長 法令でございますけれども、規制の関係が２つございます。農地転用、それから農振

除外と２つ規制がございます。先ほども２７年度の作業の経過の中でお話しさせていただきましたが、県との事

前協議をさせていただいて、まず農地転用につきましては、これは農地法でございますけれども、その中で農地

法施行規則でありますとか、それに係る土地使用法も当然そこにかかわってくるというような中で、国または地

方公共団体が設置する公園、緑地、広場、運動場、その他公共の用に供する施設というものについては許可が不

要であるという確認をとってございますので、体育館につきましては、公共の用に供する施設ということで許可

不要ということで現段階では県のほうと確認をしております。 

もう１つ、農振除外でございますけれども、これは農振法の関係になります。これにつきましても、国または

地方公共団体が、地域振興上必要性が高いと認められる施設にあって農林水産省令で定めるものの用に供するた

めに行う行為については許可不要ということで、それにかかわってくる施行規則とかありますけれども、最終的

な結論としては、農振除外につきましても、国または地方公共団体が設置するものについては、この場合は許可

不要ということで確認をさせていただいております。前回までの中では、県との事前協議、まだでしたので、そ

のようなところを今は確認をさせていただいたということでございます。 

〇柴田博委員 そうすると、例えば今までだと、時間的な問題として、許可が下りるまで設計ができないとか、

工事が始まらないとかっていうことがあったけれども、今の時点ではそういうことはないということで、もしつ

くるなら、すぐにでもやろうと思えばできるという、そういうことなんですか。 

〇生涯学習スポーツ課長 そこにはですね、これから、先ほどもちょっとお話ありました基本計画の中の事業手

法の部分がございます。先ほども副市長のほうから話ありましたけれども、例えばＰＦＩだとか、いろんな事業

手法がございますので、その事業手法が今の県の事前協議の中で許可不要ということに該当してくるのかどうか、

これは具体的にお示しをして協議をしていかないと、その辺のところがクリアできるのかどうかっていうのはわ

かりませんので、そんなところではまだ。私どもが従来のように単体で進めれば、それはいいんでしょうけれど

も、違う事業手法とかを取り入れたいといった場合には、それなりの協議なりが時間がかかってくるというふう

に思います。 

〇中村努委員 今のと関連なんですが、ＰＦＩあるいは指定管理者制度にするような場合は、さらに協議しない

と開発許可が要らないとは言い切れないということでいいですか。 

〇生涯学習スポーツ課長 この辺のところはですね、県のほうとも事前協議をする段階に、若干そんなお話をさ
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せていただきましたけれども、やはり県のほうとしても、具体的にこういった形でやりたいっていうことがない

と、なかなかその部分については回答できないというお話をいただいておりますので。私どもがそういった事業

手法を用いたいということであればというか、そういう考えが１つあればですね、その段階で県との協議をして

いきますので、それが可能であるかどうかっていうのは、その協議の中の話になってくると思います。 

〇中村努委員 そうすると、順番的に、この特別委員会の中でも事業手法を決めてから県に相談に行くっていう

段取りになっていくわけですか。 

〇生涯学習スポーツ課長 事業手法を決めるに当たってですね、その辺がクリアできるかどうかっていうところ

が当然ありますので、事業手法、いろんな事業手法がある中で、農振除外、農地転用がクリアできるのか、開発

許可の部分がクリアできるのか、この辺のところはですね、もうちょっと私どものほうで整理をして、県等にで

すね、ある程度事前の協議をした中で、これなら可能性としてはあるというようなものをお示しをしていく中で、

事業手法をその中で選択をしていくという形になってくると思っております。 

〇中村努委員 これから建物のハード面のいろんなこともやっていったり、運営方法をやっていく上でね、やは

り民間活力を利用したり、先ほど小澤委員のほうからあったようなことも含めて、いろんな提案をしながら練っ

ていきたいんだけれども、その辺が、なかなかいい案が出て、そういうふうに行きましょうとなった後でね、そ

れだと開発許可ができませんっていうと非常にむなしい気がするもんですから、ちょっとその辺のスケジュール

観っていうのをしっかり決めていただきたいっていうことを要望したいと思います。 

もう１個、エリア２、３、４あたりは送電線にひっかかるわけですけれども、この辺は高さ制限みたいなこと

っていうのは出てくると思うんですが、その辺いかがですか。 

〇スポーツ推進係長 済みません。具体的な資料を持ってまいりませんでしたので、具体的にはちょっと答弁が

できないで申しわけございませんが、鉄塔下につきましては、地役権設定がされておりまして、高さ、たしか１

５メートルだったと思うんですが、それを超える建物は建てられないとか、線下の真下については何も建てられ

ないとか、そういった規制がたしかあったはずですので。体育館、例えばバレーボールを想定しますと、床面か

らの天井高が１２．５メートル、バトミントンだと１２メートル等がございますので、ちょっと線下の下の部分

は厳しいのかなというのが正直なところでございます。 

〇中村努委員 今の話を聞くと、エリア３は別にしても、エリア２、エリア４というのは、もう検討以前の問題

でできないっていうことのような気がしますが、まだ選択の対象としましたって、まだ載せていくんですかね、

これ。 

〇生涯学習スポーツ課長 アンケートの中でですね、候補地としてお示しを丸でしてあったわけですけれども、

その中には４つに区切られた部分がございますので、やはりその全体をですね、トータル的に検討をして、これ

が適地だという形で市民の皆さんにもお示しをしていきたいということでございます。 

〇中村努委員 そういうことであれば、高さ制限とかをしっかり調査していただいて、これこれこういうわけで

ここにはできませんということを書いたほうがいいと思います。以上です。 

〇柴田博委員 先ほど、許可の関係の考え方ですが、現時点の考え方としては、なるべくそういう許可が必要に

なるような方法はとらないでいきたいということなのか、それとも場合によっては、やりたい方法、例えば整備

手法も含めてこういうことをやりたいんで、その場合には許可をもらわないとできないけども、そういうことも
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やむを得ないというふうに考えているのか、その辺についてはどうなんでしょうか。 

〇生涯学習スポーツ課長 許可をとらないでいけるならということではなくてですね、手法としてどれが望まし

いのかってまず考えてですね、その中で許可をとっても、それが可能であれば許可をとっていきたいと思ってい

ますし、ただそこには１つ、スケジュールの問題もございますので、３２年の完成ということがございますので、

その辺のところのスケジュールとの調整もございますので、トータル的にやっぱり考えていく必要があるのかな

と思います。 

〇委員長 いいですか。ほかにいかがですか。よろしいですかね。 

それでは、建設候補地につきましてはですね、３月定例会の会期中に２回、特別委員会を予定しております。

最初は３月３日、議運で決めていただきましたけれども、これは新年度予算について協議をしていただきたいと

思います。それで、できれば最終日の３月１８日、本会議終了後に、午後一くらいから特別委員会を開催をいた

しまして、建設候補地については委員会として決定をしてまいりたいと思いますので、それぞれですね、委員の

皆さん、時間をとっていただいて、建設候補地をぜひ見ておいていただきたいというふうに委員長からお願いを

しておきます。それでは、次に進みます。 

 協議事項３、今後のスケジュールについてを議題といたします。先ほどの説明に対し御意見、質問のある方は

お願いいたします。 

〇山口恵子委員 スケジュール、２８年度５月に基本計画、決定されるようになっていますが、それまでの間に

市民への説明、４月から５月行われ、また関係者との協議も行われるということで、どんな形で市民への説明を

しようとしているのか、具体的にお考えがありましたらお聞きしたいと思います。 

また、関係者っていうのは体協だけなのか、またそれ以外の団体も予定をされているのか、その２点をお聞き

します。 

〇生涯学習スポーツ課長 市民への説明の部分でございますけれども、基本計画の案ができた段階で、場所とし

て大門でありますとか広丘地区くらいで、市民の皆さんへ向けての説明会をしていけたらなというふうに思って

おります。 

あと関係者の団体でございますけれども、塩尻市体育協会、それから塩尻市スポーツ推進委員協議会、それか

ら塩尻市スポーツ普及員協議会、それから塩尻市ヘルスアップ委員会などの皆さんとの協議をしていきたいとい

うふうに思っています。 

〇山口恵子委員 関係者の件ですけれども、先ほど丸山委員もおっしゃっていましたが、子供、子育て世代とか、

あと障がい者の方の団体とか、そういうところもやはりしっかりと協議をしていただいて、そういった方の声が

反映できるようにしていただきたいなというふうに思います。これは要望です。 

〇委員長 いいですか、要望で。課長、今、山口委員のほうから言われたようにですね、２つの団体が新たに出

てきましたけども、ほかに、もし追加でできます。可能ですか。 

〇生涯学習スポーツ課長 それは、当然そういった御意見、大事な部分だと思いますので、そういった形で、今

言われた子供、それから子育て世代ですね、先ほど丸山委員さんからお話があったこれの部分、これはやってい

きたいというふうに思っています。 

〇委員長 ほかにいかがですか。よろしいですかね。 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

２ その他 

〇委員長 それでは以上により、本日の協議を終了といたします。 

事務局、いいですね。理事者のほうもよろしいですね。 

それでは以上により、特別委員会を閉会といたします。大変御苦労さまでした。 

〇事務局次長 済みません。１点、事務連絡をお願いします。既に御承知のとおりですね、今週の１６日から確

定申告が始まりました。きょうもこの委員会に来るに当たりまして、大変市の駐車場、きょうもいっぱいな状況

でございますので、来週から定例会が始まりますけれども、ぜひ御不便をおかけしますけれども、駐車場につき

ましては体育館等を利用していただきますように御協力をお願いしたいと思いますので、よろしくお願いします。

以上です。 

午後３時２５分 閉会 
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